
浦河労働基準監督署

本年分

休業 合計 休業 合計 増減数 増減率 割合(％) 休業 合計

1 ( ) 185 186 3 ( 1 ) 188 191 -5 -2.6% 100% 3 ( 1 ) 193 196
( ) 9 9 ( ) 9 9 4.8% ( ) 10 10

食 料 品 ( ) 5 5 ( ) 3 3 2 66.7% 2.7% ( ) 4 4

木 材 木 製 品 ( ) 1 1 ( ) 2 2 -1 -50.0% 0.5% ( ) 2 2

家 具 ・ 装 備 品 ( ) ( ) ( )

窯 業 ・ 土 石 ( ) ( ) 1 1 -1 -100.0% ( ) 1 1

金 属 ・ 機 器 ( ) ( ) ( )

そ の 他 ( ) 3 3 ( ) 3 3 1.6% ( ) 3 3

( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )

( ) 11 11 2 ( ) 10 12 -1 -8.3% 5.9% 2 ( ) 10 12

土 木 工 事 業 ( ) 5 5 2 ( ) 8 10 -5 -50.0% 2.7% 2 ( ) 8 10

建 築 工 事 業 ( ) 2 2 ( ) 2 2 1.1% ( ) 2 2

木 造 建 築 業 ( ) 2 2 ( ) 2 1.1% ( )

そ の 他 ( ) 2 2 ( ) 2 1.1% ( )

( ) 8 8 ( ) 3 3 5 166.7% 4.3% ( ) 3 3

( ) 2 2 ( ) 2 1.1% ( )

( ) 1 1 ( ) 2 2 -1 -50.0% 0.5% ( ) 2 2

( ) ( ) ( )

( ) 5 5 ( ) 1 1 4 400.0% 2.7% ( ) 2 2

( ) 11 11 ( ) 5 5 6 120.0% 5.9% ( ) 5 5

( ) 6 6 1 ( 1 ) 2 3 3 100.0% 3.2% 1 ( 1 ) 2 3

( ) 1 1 ( ) 2 2 -1 -50.0% 0.5% ( ) 2 2

( ) 114 114 ( ) 127 127 -13 -10.2% 61.3% ( ) 130 130

1 ( ) 17 18 ( ) 27 27 -9 -33.3% 9.7% ( ) 27 27

本統計は、労働者死傷病報告（休業4日以上）により作成したもの。

死亡災害件数の（  ）欄は交通事故(道路交通法適用)による件数で内数。
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１　労働災害発生状況について
　全産業における死亡及び休業４日以上の労働災害（令和６年中に発生した災害）は186件で、前年同期と比
較して５件減少しています。
　令和７年１月に新たに把握した令和６年中に発生した労働災害は10件で、業種別では、土木工事業１件、そ
の他の建設業１件、道路貨物運送業１件、卸・小売業１件、畜産業６件です。
　事故の型別では墜落・転落５件、転倒１件、激突され２件、はさまれ・巻き込まれ１件、動作の反動・無理な動
作１件です。
　10件の労働災害のうち、軽種馬産業におけるものは６件あり、その内訳は落馬４件、蹴られた１件、転倒１件
です。
　
２　北海道冬季ゼロ災運動について
　例年、冬季（12月から翌年３月まで）の北海道では、路面凍結等による転倒、自動車のスリップや吹雪等の
視界不良による交通事故、除雪作業に伴う墜落や重機との接触、屋内での内燃式発電機等の使用による一
酸化炭素中毒などの冬季特有の労働災害が発生しています。
　これらの労働災害を防止するため、「北海道冬季ゼロ災運動」を展開しています。
　詳細については裏面URL又はQRコードを御確認ください。

３　化学物質管理強調月間について
　職場における危険・有害な化学物質の管理の重要性に関する意識の高揚を広く一般に図るとともに、化学
物質管理の定着を図るため、「化学物質管理強調月間」を創設し、２月１日から２月７日までを実施期間として
定めました。
　初年度におけるスローガンは、「正しく理解　正しく管理　化学物質と向き合おう」です。
　詳細については裏面のQRコードやURLから、または『北海道労働局 化学物質』又は『中災防 化学物質』で
検索のうえ御確認ください。
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令和６年　業種別労働災害発生状況

浦 河 署 管 内
前年同期 対前年 令和５年確定値
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（令和６年１月１日～12月31日）・令和７年１月末時点



令和６年 死亡災害発生状況
浦河労働基準監督署
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因
物 災 害 発 生 状 況 の 概 要

　被災者は、電線に掛かった木の枝を取り外すため、軽トラックの荷台上に脚立を置き、天板

の上にまたがり、両足で脚立を挟むような体勢で高枝切りばさみを使って木の枝を切ろうとし

たところ、バランスを崩し、脚立から軽トラックの運転席前方の地上部まで墜落したもの。被

災者は保護帽を着用していなかった。

今後の取組で活用いただきたい情報が掲載された厚生労働省等のＨＰや資料のデータを以下のとおり紹介します。

資料名・関連サイト名、ＵＲＬ、２次元コード

1
浦河労働基準監督署からのお知らせ【北海道労働局HP】

https://jsite.mhlw.go.jp/hokkaido-
roudoukyoku/news_topics/kantokusho_oshirase_00005_15.html
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https://jsite.mhlw.go.jp/hokkaido-
roudoukyoku/jirei_toukei/anzen_eisei/newsaigai.html

3
労働安全衛生関係の一部の手続きの電子申請が義務化されます【北海道労働局HP】

https://jsite.mhlw.go.jp/hokkaido-
roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/anzen_eisei/hourei_seido.html

2
北海道の労働災害統計【北海道労働局HP】

5
適用猶予業種の時間外労働の上限規制 特設サイト　はたらきかたススメ【厚生労働省HP】

https://hatarakikatasusume.mhlw.go.jp/

4
最低賃金について【北海道労働局HP】

https://jsite.mhlw.go.jp/hokkaido-roudoukyoku/minimum_wage.html
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浦河署管内における過去15年間の労働災害発生状況（休業４日以上）

※令和６年のみ速報値

全産業 製造業 建設業 運輸業 畜産業

年 別 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 H31･R元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

全 産 業 198 180 197 172 184 174 184 168 169 163 185 180 220 196 186

製 造 業 10 8 15 9 8 10 11 12 9 8 11 4 12 10 9

建 設 業 15 14 13 20 18 19 15 12 15 10 15 21 10 12 11

運 輸 業 8 8 14 10 8 2 9 12 7 2 6 5 4 3 10

畜 産 業 120 105 100 82 97 90 106 94 95 101 107 114 118 130 114


